
平成２ １ 年の年頭にあたって

岐阜県セラミックス研究所

所長 服部 清

みなさま 新年明けましておめでとうございます。本年もセラミックス研究所をよろしくお願い申し

上げます。

昨年は、新興国の著しい発展に伴う資源の供給不安から、原材料や原油価格の高騰が続き、秋口には、

アメリカのサブプライムローン問題に端を発したリーマンブラザーズの破綻など金融バブルの崩壊、さ

らにはその影響が全世界を駆けめぐり、モノづくりをはじめとする実体経済に深い陰を落とした１年で

した。加えて、一時期１ドル８０円台をつけた外国通貨に対する急激な円の独歩高で国内輸出産業は大

打撃を受け、世界のトヨタも営業赤字を出すなど、ほとんどの人が想像し得なかった状況になりました。

この１００年に一度といわれる大変厳しい経済状況のなか、美濃焼ではここ数年大手商社が、海外に目

を転じれば昨年１１月に LENOX、年が明けてWATERFORD/WEDGWOODが相次いで破綻し、陶磁器・

セラミックス業界の先行きが不透明感を増しております。

このような状況にあっても昨年秋の美濃焼新作展（岐陶工連主催）には、趣向を凝らし、消費者に美

濃焼の良さを訴えるすばらしい新作が数多く出展されていました。釈迦に説法ではありますが、こうい

った消費者への提案、そして消費者からの意見、批判をさらに製品に取り入れ再度提案するといった情

報のキャッチボールが美濃焼の、また、個々のメーカーの基盤を厚くしていくのではないかと思います。

また、美濃焼は、高度経済成長時代に分業化を進め、大量生産によってその地位を確固たるものとし

てきましたが、消費者ニーズが多様化し、少子高齢化から人口減少の時代にあっては、商品開発のスピ

ード化や商品の多様化が求められます。これに対応するためには、陶磁器メーカーと商社だけではなく、

原料、坏土、釉薬、絵具、石膏型などあらゆる分野の方々の密な連携が一層必要となります。当研究所

も微力ではありますが、技術・デザイン開発の面で少しでもお役に立てればと考えております。

私どもセラミックス研究所は産業界の方々にご利用いただいて、はじめてその存在意義が出て参りま

す。ご相談の内容によっては対応できないことも少なからずありますが、既存産業の支援、新分野進出

へ向けた技術的取り組みなど産業界の方々に喜んでいただけるよう、職員一同、誠心誠意努力して参り

ますので、多くの方にご利用いただければ幸いです。本年も岐阜県セラミックス研究所をよろしくお願

いいたします。
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「Pe-陶研究会」の意欲作をアクティブＧ（JR岐阜駅）に展示

Pe-陶研究会では、平成 21 年 2月 1日から 2月

14 日まで、アクティブＧにて、「陶の水槽展」～

作家の作った美濃焼の水槽とペット用品～を開

催します。

展示では、美濃焼の特徴である織部釉、志野釉、

黄瀬戸釉で彩られた陶器に、アクリル素材を合わ

せ、軽快感漂う現在のインテリアにマッチした新

しい水槽の提案をしています。リビング・ダイニ

ングや玄関に置かれる美濃焼の雰囲気漂うイン

テリア水槽は、可愛いメダカや金魚等をさらに魅

力的に演出し、現代人の求めている癒しを効果的

に実現するものと思われます。

期間中は実際にメダカ・金魚をいれて展示して

ありますので皆さん是非お越しください。

【開催期間】

平成 21年 2月 1日(日)～平成 21年 2月 14 日（土）

10:00～19:00（最終日は 17:00）

【開催場所】

〒500-8856 岐阜市橋本町 1-10-1

アクティブ G ３F TAKUMI 工房 アートスタジオ

【主催】 財団法人岐阜県産業経済振興センター

【企画】 岐阜県セラミックス研究所 Pe-陶研究会

【出展者】１）(株)佐藤陶芸 佐藤公一郎

２）角山製陶所 伊藤 真

３）丸矢製陶（有） 虎澤元嗣

４）ヤマカ斉木製陶所 斉木有示

【展示品】KINGYO

織部舞桜文水槽 海水・淡水両用

灯り付・六面水槽

壁掛け黄瀬戸水槽

志野水槽

黄瀬戸水槽

【展示ポスター】

【昨年度の展示風景】

現在、節約志向の高まりから、海外旅行者数の

減少、外食産業の低迷により、自宅で過ごす時間

が増えています。そのため、癒しと楽しみを自宅

で得られるように、ペット関連の陶磁器製品を提

案し、新たな市場の開拓に向けて、平成 19 年度

に、当研究所と数社の企業によって研究会を発足

しました。

当研究会に興味のある方は、当研究所 技術支

援部 小稲（TEL.0572-22-5381）までご連絡を！
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